
「当院における看護教育の取り組み」

5

ＣＬＯＳＥ　ＵＰＣＬＯＳＥ　ＵＰ

　市立札幌病院看護部は、すべての患者さん家族に対して、

「これまでの生活とその背景」を尊重し、社会が求める医療・看

護水準に応じた看護が提供できる豊かな人間性と、看護の専門

能力の高い、自立した看護職員を育成するという教育理念の基

に、キャリア開発ラダー（個人の習熟段階に応じて能力開発を

行っていくシステム）を基盤とした教育体制を整備しています。

「組織は人なり」という言葉で表されるように、病院組織を支え

る人、一人一人の看護職員が看護部組織の目指す看護を提供

できるよう、教育の体制を整えることは最重要課題です。前述

のキャリア開発ラダーで「育成したい能力」として位置づけてい

る、＜看護実践能力＞＜役割遂行能力＞＜教育・研究＞を三本の

柱に、ラダーレベル（段階）に応じた教育のプログラムを企画し

ています。その中で、人の痛みのわかる優しい・あたたかな看護

職員に育ってほしいという「ねがい」と共に、急性期病院の厳し

い現場を乗り切ることのできるたくましさを身につけてほしいと

日々願っています。

　当院では、院内のみならず、地域の看護職の皆様とともに看

護を考え、学ぶ場を共有したいと考え、平成20年度より教育プ

ログラムの一部を公開しています。初年度は数名から始まった

この取り組みですが、今年度は15のプログラム（研修・セミナ

ー・講演会）を公開し、2月現在、のべ355名の参加がありまし

た。その中でも、土曜日の午前に開催している講演会では、朝9

時という早い時間の開始にもかかわらず、札幌市内だけではな

く、遠くは留萌市や名寄市などからの参加もありました。

　特に、平成18年より、倫理観の醸成を目的に看護倫理をテー

マとしたプログラムを継続しています。今年度は、先日、2月9日

（土）に、「看護倫理講演会」を開催しましたが、院外より103名

と多くの参加がありました。参加された方々からは、「倫理をこ

れまで以上に身近に感じた」「これまでの事例検討は表面的だ

ったと感じた」「考えていることが整理できた」等、多くのご意

見・ご感想をいただきました。事例検討を通し、真の自己決定に

寄り添う関わりや「倫理は看護実践と共にある」ことを再確認で

き、日々の看護実践を振り返り、看護そのものを考える機会にな

りました。

次年度も多くの地域の看護職の皆様と、このような機会を共有

できるよう、現在、企画を進めているところです。皆様の参加を

お待ちしています。

看護教育担当課長

千葉　美恵子
ち　ば み　え　こ

【平成24年度に公開された看護部主催研修・講演会】

【小西恵美子先生の熱い講演に聞き入る受講生】

2月 1日～開放型病床運用開始

災害時電力の確保について
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　市立札幌病院は、医療機関相互の連携を図り、地域の先生ならびに患者さんの診療に
役立てていただくため2月1日より開放型病床の運用を開始しました。

【開放型病床とは】
　かかりつけ医(登録医)と当院医師が共同診療を行う病床で、一般病棟に5床設け、14
日以内に退院可能な内科系・外科系・小児科の患者さんを対象としております。

【開放型病床ご利用のメリット】
　ご紹介いただいた入院患者さんを登録医が訪問し診療することで患者さんにとっては
2人の主治医のもと入院前から退院後まで一貫した継続治療を受けることができます。　
　また、入院中も登録医の顔をみ、相談ができるため一層の安心感を持っていただける
ものと考えています。
　診療報酬面では、登録医の先生は共同診療(1日1回)につき、開放型病院共同指導料
(Ⅰ)350点の算定ができます。
　なお、上記算定は4月1日より開始を予定しておりますのでご了承ください。
　市立札幌病院では、登録医の先生方との共同診療を通し、相互研鑽の機会となること
を願っております。どうぞご利用ください。

【ご利用にあたって】
　事前に市立札幌病院開放型病院登録医の手続きが必要となります。
　登録を希望される先生は、市立札幌病院ホームページ「開放型病床」をご覧いただく
か地域連携センター担当者へご連絡ください。　　　　地域連携課長　斉藤容子
☆開放型病床担当者;地域連携センター 011-726-2211(代)　担当； 斉藤(内2180)　
 杉谷(内2181)
☆市立札幌病院HP; http://www.city.sapporo.jp/hospital/

　平成23年３月11日の東日本大震災では、広範で長期間に及ぶ停電が発生
しました。この間、災害拠点病院では、それぞれの自家発電機能力に応じて、ト
リアージ及び初診医療、入院患者への対応、手術、透析等を行っています。こ
のことにより、災害時における電力確保の重要性が再認識されました。
　そのため、平成26年度末を目途に、当院では、受変電設備を増設すること
により、北海道電力から当院への送電ケーブルを専用線化するとともに地中埋
設化して、送電ケーブルの耐震化を図ります。さらに、大規模な停電に備えて、
非常用発電機も増設し平常時と同様な電力を確保します。また発電機燃料の
備蓄量についても、今回の震災による停電状況を踏まえて３日分を確保するこ
とにしています。
　このような二重の備えによって、当院は災害時においても電力を確保し救急
医療や手術等の急性期の医療機能を発揮するとともに、外来の診療機能も維
持し、災害拠点病院としても、地域の医療機関を支援する病院を目指していき
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　経営企画課企画担当係長　金子昌明

InformationInformation

▲ささもと眼科クリニック笹本医師と当院
今泉医師との暗室での共同診療風景

▲東日本大震災では、電柱の倒壊などによって
　大規模な停電が生じ、災害拠点病院等の診療
　機能は大幅に低下しました。

Letter
経営管理部 Part１

Letter
経営管理部 Part１


